
国
内
物
流
を
釜
山
に
シ
フ
ト

今
年
九
月
一
日
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
大
手
の
ホ
ー
マ
ッ
ク
、

カ
ー
マ
、
ダ
イ
キ
の
三
社
は
D
C
M
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
を
設
立
し
経
営
統
合
を
果
た
し
た
。
狙
い
の
一
つ
は
物

流
の
効
率
化
だ
。
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
扱
う
商
品
に
は
長
尺
物

や
カ
サ
物
な
ど
大
型
商
品
が
少
な
く
な
い
。
そ
れ
だ
け
輸
送
費

や
保
管
費
の
負
担
が
大
き
い
。

経
営
統
合
に
先
立
つ
二
〇
〇
四
年
に
三
社
と
三
井
物
産
が

出
資
す
る
共
同
仕
入
会
社
の
D
C
M
ジ
ャ
パ
ン
は
、
韓
国
・

釜
山
の
甘
川
港
に
新
拠
点
を
着
工
し
て
い
る
。
中
国
や
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
で
調
達
し
た
商
品
を
現
地
で
保
管
し
、
三
社
分

を
混
載
す
る
こ
と
で
コ
ン
テ
ナ
単
位
に
物
量
を
ま
と
め
、
日
本

に
多
頻
度
輸
送
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
輸
入
品
の
在

庫
回
転
率
を
高
め
、
割
高
な
国
内
物
流
を
避
け
よ
う
と
い
う

狙
い
だ
。

同
様
に
今
年
七
月
、
内
田
洋
行
は
釜
山
新
港
に
お
け
る
物

流
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
開
始
し
た
。
オ
フ
ィ
ス
家
具
類
を
釜
山

に
保
管
。
現
地
で
組
み
立
て
や
流
通
加
工
を
施
し
て
、
日
本

や
海
外
の
ユ
ー
ザ
ー
に
直
送
す
る
。「
日
本
国
内
の
拠
点
を
経

由
し
て
い
た
従
来
と
比
べ
て
、
二
割
以
上
の
物
流
コ
ス
ト
削
減

が
で
き
る
は
ず
だ
」
と
、
釜
山
港
の
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
J
&
K
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
原
瑞
穂
社
長
は
い
う
。

食
品
ス
ー
パ
ー
の
共
同
調
達
機
構
、
C
G
C
ジ
ャ
パ
ン
も

海
外
で
調
達
し
た
生
鮮
品
を
釜
山
で
加
工
。
海
上
コ
ン
テ
ナ

輸
送
で
北
海
道
や
東
北
の
地
方
港
に
陸
揚
げ
し
て
、
加
盟
ス

ー
パ
ー
に
納
品
し
て
い
る
。
既
に
コ
ン
テ
ナ
一
〇
〇
〇
本
分
の

処
理
実
績
が
あ
る
。
従
来
、
輸
入
食
品
は
東
京
港
な
ど
の
主

要
港
で
陸
揚
げ
し
、
国
内
の
物
流
セ
ン
タ
ー
で
加
工
・
保
管
、

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
で
各
地
の
ス
ー
パ
ー
に
納
品
し
て
い
た
。
そ
れ

を
釜
山
か
ら
地
方
港
へ
の
直
送
に
切
り
替
え
た
こ
と
で
、
割
高

な
保
管
費
や
流
通
加
工
費
だ
け
で
な
く
、
国
内
の
ト
ラ
ッ
ク
輸

割高な国内輸送を回避
――J&Kロジスティクス
国内の在庫拠点を東アジアのハブ港に移し、日本のユー

ザーに直送する。これによって割高な日本国内の輸送やオ
ペレーションを回避する物流の海外シフトが起こっている。
一定の条件を満たした案件では２割、３割の大幅なコスト
削減も夢ではないという。 （大矢昌浩）
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送
の
利
用
を
抑
え
た
。

一
般
に
日
本
企
業
の
物
流
コ
ス
ト
は
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
支

払
い
運
賃
が
最
も
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
。
多
頻
度
小

口
化
の
進
展
で
、
そ
の
負
担
は
増
す
一
方
だ
。
し
か
し
運
賃
水

準
は
既
に
底
値
に
は
り
付
い
て
い
る
。
大
幅
な
値
下
げ
は
期
待

で
き
な
い
。
む
し
ろ
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
や
燃
料
高
騰
の
影
響
で

今
後
は
値
上
が
り
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

国
内
の
主
要
港
を
経
由
せ
ず
に
、
東
ア
ジ
ア
の
ハ
ブ
港
か
ら

ユ
ー
ザ
ー
に
近
い
地
方
港
へ
直
送
す
る
こ
と
で
、
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
末
端
配
送
に
宅
配
便

を
使
う
場
合
で
も
、
東
京
か
ら
北
海
道
や
九
州
ま
で
送
付
す
れ

ば
一
個
一
〇
〇
〇
円
以
上
か
か
る
。
そ
れ
を
現
地
の
地
方
港

か
ら
の
発
送
に
替
え
れ
ば
、
同
一
エ
リ
ア
内
料
金
で
済
む
。

J
&
K
ロ
ジ
の
試
算
に
よ
る
と
、
輸
入
品
を
北
海
道
、
東

北
、
九
州
の
顧
客
に
納
品
す
る
場
合
に
は
、
物
流
拠
点
の
海

外
シ
フ
ト
に
よ
っ
て
一
割
〜
三
割
の
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
削
減
が

可
能
に
な
る
と
い
う
。
日
本
市
場
向
け
輸
入
品
の
二
割
程
度

が
こ
れ
に
該
当
す
る
。

日
本
の
地
方
港
と
の
ア
ク
セ
ス
と
海
上
輸
送
の
リ
ー
ド
タ
イ

ム
を
考
慮
す
る
と
、
国
内
拠
点
の
移
管
先
と
な
る
ハ
ブ
港
は
上

海
か
釜
山
に
絞
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
出
荷
し
た
翌
日
に
は
日
本

の
港
に
届
く
。
注
文
か
ら
顧
客
に
納
品
す
る
ま
で
の
リ
ー
ド
タ

イ
ム
は
、
早
け
れ
ば
翌
日
、
通
常
で
も
翌
々
日
。
首
都
圏
か
ら

北
海
道
や
九
州
に
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
す
る
場
合
と
、
ほ
と
ん
ど
違

い
は
な
い
。

既
に
上
海
に
は
多
く
の
日
系
企
業
が
在
庫
拠
点
を
構
え
て

い
る
。
現
地
で
生
産
あ
る
い
は
調
達
し
た
商
品
を
港
湾
地
区
で

保
管
、
実
需
に
応
じ
て
日
本
を
は
じ
め
欧
米
の
消
費
地
に
輸

送
す
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

近
年
で
は
中
国
の
国
内
市
場
向
け
の
中
央
物
流
拠
点
と
し
て

の
機
能
も
備
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
釜
山
は
、
こ
れ
ま
で
陰
が
薄
か
っ
た
。
人
件

第2部 物流アイデア商品の使いみち
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費
、
税
制
、
規
制
、
保
管
料
、
ア
ク
セ
ス
な
ど
を
比
較
す
る
と
、

人
件
費
は
上
海
の
ほ
う
が
安
く
、
そ
れ
以
外
は
釜
山
に
分
が
あ

る
。
た
だ
し
、
上
海
は
後
背
地
に
巨
大
市
場
を
抱
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
例
え
ば
日
系
の
大
手
食
品
メ
ー
カ
ー
は
一
時
、
釜
山

に
拠
点
を
設
置
す
る
方
向
に
傾
い
て
い
た
が
、
中
国
の
国
内
市

場
へ
の
供
給
を
重
視
し
て
結
局
、
上
海
を
選
ん
だ
。

釜
山
は
ハ
ブ
港
と
し
て
の
地
理
的
条
件
に
は
恵
ま
れ
て
い
る
。

日
本
の
五
七
の
地
方
港
に
定
期
航
路
も
開
設
し
て
い
る
。
九

〇
年
代
中
頃
に
は
、
ア
ジ
ア
の
ハ
ブ
港
と
し
て
日
系
企
業
を
は

じ
め
と
し
た
外
資
系
企
業
か
ら
注
目
を
集
め
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

J
&
K
ロ
ジ
の
原
社
長
も
当
時
、
福
山
通
運
の
社
員
と
し
て

現
地
に
赴
い
た
一
人
だ
。
合
弁
企
業
を
設
立
す
る
計
画
だ
っ

た
。
し
か
し
「
詳
し
く
調
べ
て
み
る
と
、
当
時
の
釜
山
は
法
律

や
税
制
が
全
く
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
他
の
日
系
物
流
企

業
に
し
て
も
、
話
題
に
な
っ
て
い
る
わ
り
に
実
際
に
進
出
し
て

い
る
と
こ
ろ
は
皆
無
と
い
っ
て
よ
か
っ
た
。
結
局
、
合
弁
会
社

の
設
立
は
実
現
し
な
か
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

そ
の
後
、
韓
国
は
九
七
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
の
影
響
で

深
刻
な
構
造
不
況
に
見
舞
わ
れ
た
。
同
じ
時
期
、
お
隣
の
中

国
で
猛
烈
な
経
済
成
長
が
始
ま
っ
た
。
中
国
の
台
頭
は
韓
国

と
り
わ
け
釜
山
港
に
は
大
き
な
打
撃
と
な
っ
た
。
国
内
企
業
が

拠
点
を
海
外
に
移
管
す
る
こ
と
で
、
突
然
荷
主
が
消
え
て
し
ま

う
。
そ
ん
な
事
態
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

こ
の
間
も
統
計
上
は
釜
山
港
の
取
扱
量
は
増
え
て
い
る
。
し

か
し
「
実
際
に
は
、
港
の
使
用
料
を
事
実
上
タ
ダ
に
し
た
り
、

躍
起
に
な
っ
て
な
ん
と
か
荷
主
を
つ
な
ぎ
止
め
て
き
た
と
い
う

の
が
実
情
だ
っ
た
」
と
原
社
長
。
国
内
産
業
の
空
洞
化
は
日

本
の
比
で
は
な
か
っ
た
。
事
態
を
重
く
見
た
韓
国
政
府
は
、
国

を
挙
げ
て
産
業
振
興
策
に
動
き
出
し
た
。
そ
の
目
玉
が
釜
山
の

ス
ー
パ
ー
ハ
ブ
港
化
だ
っ
た
。

今
年
開
港
し
た
釜
山
新
港
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
韓
国
は
官

民
合
わ
せ
て
総
額
一
兆
円
を
投
じ
る
。
ハ
ー
ド
と
並
行
し
て
ソ

フ
ト
面
で
の
整
備
も
進
め
た
。
新
港
の
開
港
に
合
わ
せ
て
法
令

を
改
正
。
外
資
と
り
わ
け
日
系
企
業
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
大
胆
な

優
遇
策
を
実
施
す
る
と
共
に
、
自
由
貿
易
地
区
の
施
設
を
格

安
で
提
供
し
た
。

土
地
の
年
間
賃
貸
料
が
一
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
四
五
円
。

施
設
使
用
量
が
同
七
二
五
円
と
い
う
設
定
で
、
最
長
五
〇
年

間
の
使
用
が
可
能
だ
。
税
制
面
で
は
関
税
や
付
加
価
値
税
な

ど
間
接
税
の
免
除
に
加
え
、
当
初
三
年
間
は
直
接
税
（
法
人

税
、
所
得
税
、
取
得
税
、
登
録
税
、
財
産
税
、
総
合
土
地
税
）

を
一
〇
〇
％
免
税
。
そ
の
後
二
年
間
も
五
〇
％
免
除
す
る
。

日
系
物
流
企
業
が
入
札
に
殺
到

そ
の
第
一
陣
と
し
て
落
札
し
た
の
は
、
福
岡
運
輸
、
バ
イ
ク

便
の
ダ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
、
そ
し
て
現
地
の
大
宇
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
に
よ
る
ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
だ
っ
た
。
冒
頭
の
内
田

洋
行
を
主
要
荷
主
と
し
て
、
九
州
や
北
海
道
向
け
の
家
具
や

加
工
食
品
な
ど
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
３
P
L
事
業
の
拡
大
を
狙
っ

て
い
る
。
第
二
陣
に
は
十
七
グ
ル
ー
プ
が
入
札
。
日
本
郵
船
や

福
岡
の
初
村
第
一
倉
庫
、
一
〇
〇
円
シ
ョ
ッ
プ
の
ダ
イ
ソ
ー
な

ど
七
グ
ル
ー
プ
が
落
札
し
た
。
今
年
秋
に
は
第
三
陣
と
し
て
十

一
グ
ル
ー
プ
の
落
札
が
決
ま
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
釜
山
新
港
に

は
計
二
〇
万
坪
の
セ
ン
タ
ー
が
日
系
合
弁
物
流
企
業
に
よ
っ

て
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

新
港
の
一
連
の
入
札
は
こ
れ
で
ひ
と
ま
ず
終
了
す
る
。
今
後

は
荷
主
が
新
港
へ
の
拠
点
移
管
を
実
施
す
る
場
合
に
は
、
土

地
を
落
札
し
た
合
弁
物
流
企
業
を
３
P
L
と
し
て
利
用
す
る

こ
と
に
な
る
。
J
&
K
ロ
ジ
の
原
社
長
は
「
こ
れ
ま
で
当
社
は

韓
国
の
監
督
官
庁
か
ら
依
頼
を
受
け
て
釜
山
新
港
の
開
発
事

業
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
た
。
今
後
は
荷
主
に
対
し
て
、
現
地
の

適
切
な
物
流
企
業
を
紹
介
す
る
役
割
を
担
っ
て
行
き
た
い
」
と

考
え
て
い
る
。

J&Kロジスティクスの
原瑞穂社長


